


☆準備の都合上、記念式典・講演会・祝賀パーティーに参加
を希望される方は、本号に同封のハガキを返信してください。

《事務局からのお願い》
記念事業の「参加調査ハガキ」にご協力下さい。

校校校校友友友友会会会会設設設設立立立立 周周周周年年年年をををを迎迎迎迎ええええてててて

一昨年のパーティーで賑わう会場

●第45回代議員会 会長挨拶（要旨）
校友会設立30周年という意義ある年に、会

員・関係者一同で慶び合いたい。母校大学を取
り巻く環境が少子化という流れの中で誠に厳し
いと見聞している。
この機会に校友会が今一度原点に立返って、

校友の絆を深め、求心力を強めることが母校の
発展に貢献するために重要なことではないか。
ご協力とご尽力をお願いしたい。

記念事業にご参加を
会長　池田 義隆

2

●校友会設立30周年記念事業の概要●

記念誌の発行
発行予定：平成13年3月

（大阪）御堂筋パレードへの参加
月日：平成12年10月開催予定（日にちは未定）

◎大学・学生・クラブ等の協力を得て、大学・校友会をPRする。

◎ソーラーカー、EVカー、クラシックカー出場予定

記念広場
学園とご相談の上、大学構内に芝生・植樹やモニュメントの建立

などを行う。

記念式典・記念講演会・祝賀パーティーの開催

月日：平成12年11月5日（日）
場所：都ホテル大阪（上本町六丁目）

◎記念式典　10：00～11：00

◎記念講演　11：15～12：30

講師：落語家　桂文珍師匠（予定）

（本学昭和45年経営卒　本名：西田勤氏）

◎祝賀パーティー　12：45～15：15

会費：正会員3,000円、家族・本年3月卒業生は無料

※祝賀パーティは附属高校・大阪桐蔭高校・歯科衛生士学院各同

窓会との合同開催となります。

支部活動の活性化
記念支部総会の開催、支部未結成地域の結成促進・地域の再編など。

その他
上記の記念事業を広く会員にPRし、あわせて母校のPRも行う。

「祝賀パーティー（合同同窓会懇親パーティー）」は11月5日（日）に開催決定。

会員の皆さまにはますますご清祥のこと心

からお慶び申し上げます。

さて、我が大阪産業大学校友会は、昭和45

年1月に設立され、本年で満30周年を迎えま

した。

現在、正会員は5万名を有し、会員皆さまの

ご理解とご協力、新旧役員の皆さまのボラン

ティアによるご尽力、さらには母校諸先生の

ご指導とご支援のお陰をもちまして発展し充

実してまいりました。皆さま方に衷心より厚

くお礼申し上げます。

つきましては、この慶事を皆さまと一緒に

慶び合うとともに、今一度原点に立ち返って

校友会の求心力を強める機会にしたいと考え

ます。

さる2月19日開催いたしました、本会の最

高議決機関であります代議員会において、下

記の記念事業を決定いたしました。事業の成

功はもちろんのこと、それらを通じて母校の

お役に立つことになるならば、一層意義ある

ものだと考えます。また、そのようにしたい

と思っております。

なお、本会と同じように学校法人大阪産業

大学傘下の附属高校・大阪桐蔭高校・歯科衛

生士学院各同窓会の協賛を得て、校友会祝賀

パーティ－に合わせて合同同窓会懇親パーテ

ィーと銘打って開催することになりました。

皆さまお誘い合わせの上、ご参加を切にお

願い申し上げます。
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平成11年度総会パーティーは、11月3日

（祝）4年ぶりに母校で開催され、250名の参

加がありました。当日は大学祭の最終日、キ

ャンパスは最高に賑わっていました。

出席者それぞれに学生当時を思い出し、充

実著しいキャンパス内を散策したり、演舞祭

を見学したり、学生の模擬店めぐりなどをし

ていました。

◆平成11年度総会・パーティー

● 校友会設立30周年を迎えて� 2……………………………�

3…�

● 校友の活躍ぶり拝見� 8………………………………………�

● 平成11年度総会・パーティー、代議員会・支部長会報告�

C　O　N　T　E　N　T　S

● 凡友旅に出る［冬の北陸・福井県］� 7

● 大学紹介［電気電子工学科］� 6

…………………………�

…………………………………�

● 先生お元気ですか！ 5………………………………………�

4………………�● 平成12年度予算、校友会活動報告 ほか�

● スイートカップル、おくやみ、編集後記�

● 私たち、がんばりました� 14…………………………………�

15…………………�

［　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 ］�
● 支部レポート� 12………………………………………………�

● 学園便り� 10……………………………………………………�

大阪北河内、京都、大阪中・南河内、大学、福井、埼玉、大分、三重、鹿児島�

● 校友のひろば� 9………………………………………………�

◆第44回代議員会報告
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総会に先立ち、キャンパスにそびえる最新

棟14号館10階ラウンジで代議員会が開催さ

れ、全国から103名の役員が出席して下さい

ました。

司会は幹事、梅木俊郎氏（S43短自）。ま

ず、去る4月12日に急逝された故・川本一雄

副会長に対し黙とうし、ご冥福をお祈りしま

した。

続いて池田会長の開会挨拶がありました。

●議事

議長には幹事の小泉広美氏（S44機械）、

副議長には代議員宮野希和氏（S53短自）が

選出されました。

平成10年度事業報告は中山副会長から、同

会計報告は高見副会長から、同会計監査報告

は金住会計監事からそれぞれ報告があり承認

されました。

●総会・パーティー

会場を体育館に移し、総会パーティーが始

まりました。

司会は現役のⅠ部自治会長、宅野正紘君

（経済4年）にお願いしました。

開宴に先立ち、池田会長から挨拶と会務報

告があり、古谷理事長、天野学長の祝辞を賜

りご来賓の方々を紹介、村田校友会相談役

（前会長）が「乾杯！」と発声されました。

会場内では久方ぶりの出合いで、昔話や近

況を語り合う声であふれていました。握手す

る者、乾杯する者、家族を紹介する者など、微

笑ましい光景があちらこちらで見られました。

宴半ば、現役のⅠ・Ⅱ部自治会、体育・文

化会本部代表者が登壇し、本会からの援助・

助成に対し謝辞がありました。続いて前

年の総会後に結成された、大阪泉州支部

（H10.11.15）と台湾支部（名称：台湾校友

会　H11.5.23）に対して支部旗が贈呈され

ました。池田会長から大阪泉州支部の支部長、

加藤豊氏（S43経営）と、台湾校友会の寥麗

敏さん（H6経営）に手渡されました。

宴も終盤に入り、全国の支部代表者が壇上

で紹介され、大分県支部長、川辺謙悟氏

（S50交機）が代表して「卒業後は最も身近

に住んでいる地域で、密着した支部活動を通

じて同窓の絆をより深めていきたい」と心強

い挨拶をされました。

引き続き始まったのが、恒例の福引き大会

でした。景品は今回も好評な各支部名産品を

支部長がくじを引き、楽しく賑やかに行われ

ました。

続いて、9月21日早朝発生した台湾大地震

の見舞金として、校友会より台湾校友会に対

し10万円と、総会会場入口に設置された義援

金箱に参加者からカンパされた77,475円と

を併わせ、廬進達氏（H元経済）に手渡され

ました。

最後に山本副会長の万歳三唱で、お開きと

なりました。

自）が選出されました。

まずは池田会長の挨拶があり、続く活動報

告は加門副会長が行い、校友会設立30周年記

念事業案は美内副会長、平成12年度予算案は

高見副会長から説明がありました。活発な議

論の上、審議の結果として記念事業内容（2

ページに掲載）と予算案（4ページに掲載）

が決議されました。

◆第45回代議員会報告
校友会設立30周年記念事業・平成12年度

予算を議決する、第45回代議員会は、2月

19日（土）琵琶湖グランドホテルにおいて全

国から94名の役員が出席し開催されました。

司会は幹事の今村彰隆氏（S55交機）。議

長には幹事の大平和昭氏（S40交短自）、副

議長には徳島県支部長の筒井健一氏（S48短

総会・代議員会報告

◆第13回支部長会
支部長会は代議員会の翌日（2月20日）、

同場所で開催となりました。

33支部のうち25支部の支部長または代理

者が出席されました。中でも昨年5月に発足

した台湾支部からは、初めて支部長の代理と

して林淑君・楊 両女史（H7経営）が来

日されました。

討議内容は（1）支部助成規程の一部改正

（2）校友会設立30周年記念の支部活動につ

いてでありました。

特に（2）については、記念式典や祝賀パ

ーティ－に支部からの参加のことや、記念に

ふさわしい支部活動に関して活発な議論が行

われました。

＊両日を通じて初出席の方から、「校友会がこ

んなに活発な議論をされている場とは思って

もいませんでした。また、同窓という絆を心

強く感じることができ、出席して良かった」

との感想。
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昨年暮れ、日本の自動車メーカーの電気自

動車がテストコースで、走行と充電を24時

間もの間、何度も繰り返しながらなんと

2000kmを上回る世界記録を更新しました。

この記録は三菱自動車乗用車技術センター内

のテストコース（一周2.4km）を899周、延

べ2,142.3km走行したというものです。こ

れまで電気自動車による24時間走行距離記

録は1,700km（1996年：ＧＭ製サターン

ＥＶプロトタイプ）であり、従来の記録を

442.3kmも上回る新記録となりました。な

お、この記録はギネスブックに登録申請され

る予定だそうです。

車種は三菱ＦＴＯを電気自動車に改造した

もので、水冷式モータを搭載していました。

この記録会のために開発された、マンガン系

リチュームイオン電池（23個で重量360kg）

を使用。従来の充電時間に対して65％の短

電気自動車で2000km走行
（1999年12月19日午前8時から20日午前8時までの24時間）

チャイム �
�[Chime]

縮を実現し、充電時間はたった20分となっ

た上、一充電走行距離（電池容量）は10％も

向上しました。走行パターンは、20分の充

電で約1時間走行するというサイクルの繰り

返しで、1時間走行の間にコース50周を回

るという過酷なものです。

この自動車は、我が大学も参加した昨年の

四国ＥＶラリーで、ＳＳ部門の成績はぶっち

ぎりの優勝でした。 （Ａ＆Ａ）

収 入 の 部 �一 般 管 理 費 � 事 業 費 � （単位：千円）�

（単位：千円）�

（単位：円）�（単位：円）�

� 総 務 部 �運 営 部 �編 集 部 �支 部 推 進 部 �合 計
前 期 繰 越 金 � � � � � �
校 友 会 費 � 93,000 � � � 93,000
会 費 収 入 � 45 � � � 45
雑 収 入 � 50 � � � 50
合 計 �93,095 � � � 93,095

支 出 の 部 �一 般 管 理 費 � 事 業 費 �
� 総 務 部 �運 営 部 �編 集 部 �支 部 推 進 部 �合 計

会 議 費 � 3,590 3,460 500 1,050 8,600
総 会 費 � � � � � �
通 信 費 � 700 110 � 30 840
印 刷 費 � 270 344 � 200 814
会 報 費 � � � 17,580 � 17,580
備 品 費 � 100 � � � 100
旅 費 交 通 費 � 1,300 2,900 640 3,850 8,690
慶 弔 費 � 400 � � � 400
消 耗 品 費 � 400 � � � 400
会 員 名 簿 費 � � � 4,054 � 4,054
記 念 品 費 � � 5,840 � 180 6,020
助 成 金 � � 3,000 � 7,590 10,590
広 報 費 � � � � 500 500
人 件 費 � 2,900 � � � 2,900
雑 費 �500 50 50 50 650
賃 借 費 � 630 � � � 630
福 利 費 � 180 � � � 180
寄 贈 費 � 3,900 � � � 3,900
予 備 費 � 5,947 300 � � 6,247
小 計 �20,817 16,004 22,824 13,450 73,095

合 計 �40,817 16,004 22,824 13,450 93,095

● 一 般 会 計�

収入の部� �

平成10年度繰越金� 276,444,396
平成11年度繰入金（10年度一般会計剰余金）� 13,854,272
平成11年度繰入金（11年度予算より）� 20,000,000
平成11年度受取利息（見込み）� 2,150,000
平成12年度繰入金（11年度一般会計剰余金見込み）� 10,000,000
平成12年度繰入金（12年度予算より）� 20,000,000
平成12年度受取利息（見込み）� 1,240,000

合　　　　　　計� 343,688,668

支出の部� �
校友会設立30周年記念事業� 55,000,000
� �

� �

� �

� �

� �

合　　　　　　計�

平成13年3月31日現在残高（予定）�

55,000,000
288,688,668

● 特 別 会 計（財政安定化基金）�

特別会計へ繰入� 20,000 � � � 20,000

◆平成12年度予算（H12.4.1～H13.3.31)

平成13年度校友会正会員子女の入学特典の内容を知

りたい方は、本号同封の「ハガキ」をご返送ください。

後日、お知らせいたします。

《事務局からのお願い》

平成12年度入試において、校友会正会員の子女（子供

及び兄弟・姉妹）が、大阪産業大学および同短期大学を

受験するとき、その年度に子女1人につき1回限り、受験

料が免除されました。その結果、今年度は79名から適用

の申し込みがありました。

平成13年度も、この制度をお願いしていきますが、具体

的に特典内容が決まるのが、4～5月になると思われます。

校友会正会員子女の入学特典制度について

フリーダイヤル 0120－84－3040 直通 072－875－3040
FAX 072－875－0398

◆お問い合わせは、校友会事務局まで

校友会活動報告�（H11.9.21～H12.2.20）�

●平成11年
9月22日（水） 編集部会（校友会事務室）

25日（土） 京都府支部総会（京都タワーホテル）
26日（日） 福井県支部総会（福井駅ビル）

10月2日（土） 大阪中・南河内支部総会
（サンヒル柏原）

15日（金） 会報凡友57号発行
20日（水） 会員名簿発行
21日（木） 運営部会（校友会事務室）
22日（金） 編集部会（校友会事務室）
23日（土） 幹事会（ホテルエコーオーサカ）

大分県支部総会（ 大分法華クラブ）
24日（日） 埼玉県支部総会（尾瀬ハイキング）

11月 3日（祝） 第44回代議員会
（大阪産業大学14号館）
平成11年度総会・パーティー
（大阪産業大学体育館）

6日（土） 三重県支部総会（サンぺル志摩）
13日（土） 正副会長会

（ホテルグランヴィア大阪）
20日（土） 鹿児島県支部総会

（タイセイ・アネックス）
22日（月） 運営部会（校友会事務室）
25日（木） 支部推進部会（校友会事務室）

12月 4日（土） 幹事会（ホテルグランヴィア大阪）
17日（金） 編集部会（校友会事務室）

●平成12年
1月8日（土） 正副会長会（ホテルエコーオーサカ）

幹事会（ホテルエコーオーサカ）
22日（土） 大学支部総会

（東天紅大阪天満橋OMM店）
2月19日（土） 幹事会（琵琶湖グランドホテル）

第45回代議員会
（琵琶湖グランドホテル）

20日（日） 第13回支部長会
（琵琶湖グランドホテル）



5

されています。嬉

しい限りです。

現在の土木工学

科は充実した学科

となりました。土

木工学科と共に歩

んで来たことで、

いろいろな経験を

得、良き時代に定年を迎えることができたこ

とを嬉しく思っています。

1.産大での思い出

土木工学科は機械工学科・交通機械工学科

より2年遅れで設立されました。私は設立時

（昭和42年4月）に着任しました。昭和40年

代初期は大学や学部・学科の増設が盛んで、

教員の確保が大変困難な時代でした。（新設学

部・学科には教授、助教授、講師の資格と人

数、授業計画、敷地、学舎、

設備等が文部省によって審

査される。）

当時の学長であった横山

武人先生は友人・知人を集

められたと聞きました。そ

の時の一人が武田英吉先生

です。当初の予定では、土

木工学科の専任の教員構成

は3つの大学から3人ずつ

就任することになっていま

した。武田英吉先生と私が

着任して数ヶ月したとき、予定した教員は他

の2名を除いて他大学に行ってしまうという

ことになりました（ある大学からは一人の先

生も送り込んでいただけませんでした）。

当初、土木工学棟は東部キャンパスの8号

館で計画されていましたが、その場所では不

適当なことが分かり、西部キャンパス（現在

7号館）に新設することになりました。

昭和41年秋頃より土木工学棟の設計が始ま

り、数回大学へ伺い、研究室・実験室・実習

室等の設計の打合わせをしました。

昭和42年春に着工しましたが、夏には請け

負った建設会社が倒産してしまい、竣工は約

1年遅れの昭和43年9月となりました。さら

に大学の財政上の問題により、土木工学科完

成年度までに実験器具や研究器具が十分に揃

いませんでした。従って一教員が多数の科目

を持たざるを得なかったこと、十分な実験実

習ができなかったこと等、1期生～7期生頃ま

では充分な教育体制が整っていませんでした。

教育者としては心苦しく思っています。しか

しこのような条件であったにもかかわらず、

卒業生諸君は現在社会で非常に立派な活躍を

ます。そのためには、その事のみを見つめる

だけではいけません。「来し方を振り返ること

なしに、行く末のイメージを描くことはでき

ない」という言葉があるように、歴史を知る

こと、広く知識を得て物事の総合的な判断が

できるようになることが必要だと思います。

これは教え子へのメッセージでありますが、

私自身へのメッセージでもあり、一生完成は

出来ないがそれに近づくべく、常に努力した

いと思っています。

芹生　正己先生 プロフィール

昭和8年8月11日生（66歳）
枚方市香里園桜木町1－6在住
昭和42年4月から平成11年3月の定年退職
まで工学部土木工学科勤務。現在大阪産業大
学客員講師。

2.教え子へのメッセージ

「社会を見る目」「自然を見る目」「人を見

る目」を養うことが何より必要であると思い

3.近況・信条・趣味

定年後一年も経っていませんが、生きるこ

とに充実感がもてる日々を送るよう努めてい

ます。そして「一市井人
いちいせいじん

」として、人間らし

く生きることに心がけたいと思っています。

これと言った趣味を持たないまま定年を迎

えてしまい、残念に思っていますが、若干は

洋蘭と観葉植物に興味をもっています。また

最近は、いつでも自立できるようにと、料理

の手ほどきを家内から受けています。将来は

これが私の得意の一品と言えるものを創るこ

とが望みです。

卒業生から芹生先生へ
◆「頑固な親父」「進級の難関」などの風評があるよ

うだが、一期生にとっては兄貴分のような存在であ

る。友人と先生のご自宅でボランティアをした後に

いただいた、奥様の手料理の味が忘れられない。

(S45)大森吉男

◆芹生先生の土質工学の講義は、なぜか受講生が多

かった。厳しく、面倒見の良い先生のことだから今

でもそうですか？（受講生がんばれ！）

(S46)齊藤雅文

◆先生は退職されるまで「1月から2月にかけて胃が

痛い」と言われてましたが、退職されて痛くなくな

りましたか？　　　　　　　　　 (S50)金岡正信

◆学生からは「鬼の芹生」、卒業生からは「産大一教

育熱心で学生思いの先生」。この違いは何だ？

(S50)工藤哲男

◆土質工学試験で説明をされ「簡単！」「簡単！」と

言って退室。実験を始めると「大変！」「大変！」。

夜の9時頃までかかってしまい…。アアーなつかし

い。 (S51)奥川一広

◆学生の名前、特徴は驚くぐらいご存じで感服いた

しております。授業は厳しかったけれど、学生思い

の先生でした。 (S53)石川博喜

◆芹生先生の年賀状「不況に負けるな！」の文字。

今の私を励ましてくれています。誰だ！「鬼の芹生」

などと言ってたのは…？　　　 (S54)本多顕治郎

◆先輩諸氏より「芹生先生の良い噂」（？）をたくさ

ん聞いていたので、どんな怖い先生かと恐る恐る講

義に出席していました。 (S62)水野知加子
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電気電子工学科カリキュラムチャート�

●回路・計測   ●エネルギー・制御   ●物性・電磁波   ●通信・情報�

基礎科目�

数学� 数学基礎演習   線形代数学   微分積分学   数学演習   基礎電気数学   電気数学�

応用科目�
回路・計測�

電気回路�
電気回路演習 �
電子回路�
電気計測�
計測工学�

エネルギー・制御�

電気機器工学�
パワーエレクトロニクス�
電力回路、電力系統工学�
発電工学�
エネルギー変換工学�
高電圧工学、照明工学�
基礎制御工学、制御工学�

物性・電磁波�

電気物性工学�
半導体工学�
電気材料工学�
電子材料工学�
電磁波工学�
量子電子工学�
プラズマ工学�

通信・情報�

ディジタル電子回路�
論理回路、システム工学�
情報通信工学�
情報工学基礎論�
電子計算機�
プログラミング演習�
ソフトウェア工学�

物理・化学�物理学    化学   電気物理   解析力学  量子力学   物理学実験   化学実験   電磁気学   電磁気学演習�

共通科目� 電気法規   電気製図   英語文献講読   特別講義   電気電子工学実験�

◆未来社会の創造に寄与する
エレクトロニクステクノロジー
電気電子工学科では、現代の科学技術をリ

ードするエレクトロニクスの基礎理論とその

応用技術を学習します。

学生たちは、1年次から2年次にかけて基礎

科目を学び、2年次からこれらの分野のいず

れかにウエイトをおいて専門性を深め、4年

次で卒業研究に取り組みます。

カリキュラムは、数学・物理・化学、それ

に電気回路・計測工学など電気電子工学の基

礎を学ぶ基礎科目と、その工学的な応用技術

を学ぶ応用科目によって構成されています。

特に3つの分野に分かれた応用科目の充実

ぶりには定評があり、パワーエレクトロニク

スや制御工学などのエネルギー・制御分野、

電気物性工学、プラズマ工学などの物性・電

磁波分野、システム工学、情報通信工学など

の通信・情報分野の科目群は、それぞれが現

代のエレクトロニクス技術の最先端分野とな

っています。

講義・演習ともに、高度な実験設備を使っ

た授業により、応用技術の確実な向上を目指

◆大学院工学研究科
電気電子工学専攻
多様な科学技術をリードするエレクトロニ

クスの技術革新に柔軟に対応できる高度な技

術者の育成をめざしています。

材料・物性・デバイス、電磁波・光波、通

信・情報システム、電気エネルギーのエレク

トロニクス4分野の先端技術にアプローチで

きるカリキュラム体系と研究体制が組織され

ており、これらの専門分野のテーマに取り組

むとともに、それらを学際的かつ有機的に結

びつける高度な魅力ある研究指導が行われて

います。

電気電子工学科は1984年4月に設置され、

その完成年度には大学院工学研究科修士課程

電気電子工学専攻も開設されました。在学生

数は約650名（大学院生24名を含む）であ

り、卒業生は大手電気メーカーをはじめ、多

くの電気関連企業に就職しています。

■シリーズその4 電気電子工学科

 ●教授�

飯田　昌ニ〔工学博士〕�

　半導体工学、電磁気学、電磁気学演習�

裏　克己〔工学博士〕�

　電磁気学、電磁気学演習�

金子　和博〔工学博士〕�

　電力系統工学、電気回路、電気回路演習�

佐藤　正志〔工学博士〕�

　情報通信工学、電子回路、電子計算機�

高野　博夫〔工学博士〕 �

　電気回路、電気機器工学、ディジタル電子回路�

綱脇　恵章〔工学博士〕�

　電磁波工学、基礎電気数学、量子電子工学、�

　解析力学�

中西　卓二〔工学博士〕�

　電気物理、電気回路、情報工学基礎論�

松下　辰彦〔工学博士〕�

　電気物性工学、電子材料工学、量子力学、�

　基礎電気数学�

山本　幸男〔工学博士〕�

　プラズマ工学、電気数学、電磁気学演習�

 ●助教授�

鈴木　晶雄〔工学博士〕�

　電気製図、電気回路、電気材料工学�
陳　洛南〔工学博士〕�
　電気計測、システム工学、プログラミング演習、
　電力回路�
古家　伸一〔工学博士〕�
　パワーエレクトロニクス、基礎制御工学、�
　制御工学、計測工学�

 ●講師�

草場　光博〔工学博士〕�

　電気物理、電磁気学演習、英語文献講読、�

　数学基礎演習�
矢来　篤史〔工学博士〕�
　電子回路、論理回路、プログラミング演習、�
　英語文献講読�

 ●助手�

青木　孝憲      電気回路演習、電気電子工学実験  �

今井　裕芳      電気回路演習、電気電子工学実験  �

今村　彰隆      電気回路演習、電気電子工学実験�

教員スタッフ� （2000.2現在）�

入試案内より抜粋�

します。一方、本学は電気

技術者に必須ともいえる電

気主任技術者試験の認定校

であり、卒業までに第1種

電気主任技術者免状が取得

できるよう、エクステンシ

ョンセンターとのタイアッ

プで電気主任技術者講座を

開講し、支援しています。

また、通信技術者に有力な

免許である電気通信主任技

術者（郵政省）の平成13

年度認定校の準備としてカ

リキュラム増強を進めてい

ます。

URL ht tp : / /www.e lec .osaka -sanda i .ac . jp



3.眼鏡枠の生産日本一
眼鏡枠は福井県武生市を中心に生産され、

全国生産の90％を占め、技術的にも世界の最

高水準に達しています。この地で眼鏡枠の生

産が始まったのは明治38年。農業を営んでい

た増永五左衛門という人が、多くの雨や雪の

ため農業には向かない地域でも可能な仕事と

して始めたそうです。

眼鏡枠の製造には250もの工程があり、家内

工業式に分業で製作されます。道路脇には眼

鏡枠の製造直売店などが多く、生産地ならで

はの工場出荷価格で販売されています。

ご紹介した以外に

も、福井県にはたく

さんの見どころ・食

べどころがあります。

ぜひおたずね下さい。
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1.福井県の校友
今回の取材でお世話になったのは奥 幹男さ

ん（S44短自）。奥さんは有限会社奥義肢製作

所の代表取締役で、義肢装具士・一級技能士。

会社は厚生団体指定、身体障害者義肢製作指

定を受けています。

奥さんのお仕事を説明しましょう。一例と

して、医師より義足が処方され、患者や障害

者に適合されるまでには、①採寸・採型　②

組立　③試歩行（仮合わせ）④仕上げ　⑤最

終適合の行程で作業が進められます。

このような業務の中で医師、理学療法士、

作業治療士など、必要に応じて関連する専門

職種の方と情報を交換します。その一方で、

義肢装具を必要とする患者や障害者の要望を

聞きながら、義肢装具の製作と適合を行いま

す。義肢装具士の仕事は義肢装具を製作する

だけでなく、患者や障害者と義肢装具の間を

取り持つ役割をも担う専門職なのです。作業

場の中は、まるで芸術家の集まりが自分の作

品を熱心に製作しているようにみえました。

33万m2に及ぶ杉木立に囲まれています。中

には樹齢600年といわれる老杉もあるそうで

す。その静寂な谷間に山門・仏殿・法堂など

7堂伽藍があり、回廊式に拝観できます。

今も約200名の僧が、750年前に定められ

た厳しい作法に従って、早朝から深夜まで厳

しい修行を行っています。

交通：福井駅より京福電鉄で約30分

北陸自動車道　福井I.Cから約25分

■越前竹人形の里

福井県の厳し

い寒さに耐える

竹林は、良質の

真竹や孟宗竹を

利用して、昔か

ら素朴な人形や

工芸品が作られ

てきました。長

い歳月を経て、

竹人形は伝統工

芸の域へと育まれました。郷土に伝わる風俗

はもとより能、狂言、歌舞伎などを題材とし

た竹人形が生まれ、世に出されています。

「越前竹人形の里」は「創作竹人形館の黎明

（れいめい）」「竹人形工房の篝（かがり）」「ミ

ュージアムショップ竹撰」のほかショッピン

グコーナーや竹細工実習教室などがあります。

交通：北陸自動車道

福井北I.Cから約10分

■東尋坊

越前加賀国定公園の

中心に位置し、荒々し

い岩肌が勇壮そのも

の。今にも奈落の底に

引き込まれそうな気分

になります。11月末

凡友�旅�に�出�る�凡友�旅�に�出�る�

冬冬のの北北陸陸・・福福井井県県
大寒の1月21日。「どうしてこんな寒くて雪の降る日に

取材？」という思いを胸に、凡友はＪＲ大阪駅から「雷鳥」

に飛び乗り厳寒の北陸“福井県”へ。

福井県は、本州日本海側の中央部に位置し、県の東部は隆起形の地形で、立山に連

なる山岳地帯と福井平野からなります。県西部は沈降形の地形で、丘陵性の山地と比

較的狭い平野です。白山のふもとの海岸線一帯が国定公園に指定されています。

福井県の源は823年に越前国（コシノクニ）として誕生し、東北・北陸から京都

への主要な中継地として、また大陸との日本海側玄関口として栄え、1881年2月に

現在の福井県となりました。

=奥さんからのメッセージ=

私の仕事は義肢装具

士です。私の仕事で皆

さんのお役に立つこと

があれば何でもご相談

ください。お待ちして

おります。

■連絡先

（有）奥義肢製作所／福井市二の宮2－1－11

TEL.0776-22-1647

（編集部　美内照男）

2.見どころいっぱい
■永平寺町

江戸時代から「市」が開かれ、山と海の幸が

交流する地として栄え、勝山街道の宿場町と

して発展しました。曹洞宗の大本山「永平寺」

のある町として有名で

す。門前の参道周辺に

はそば屋さんがたくさ

ん軒をつらね、お参り

の人を迎えています。

永平寺は寛永2年

（1244年）、道元禅

師によって創建された

曹洞宗の大本山で、

からは「波の花」が見られることもしばしば。

交通：福井駅より京福電鉄三国芦原線約40分

北陸自動車道金津I.Cから約25分



11月にベルギーへ行った際、

商品の価格がユーロ建て

とベルギーフラン建て

と、2つの表示をされて

いるのを目にして、大学

時代の斉藤日出治先生の講義

を思い出し、嬉しくなりました。

私はこれからの人生を生きて行く上で、経

済学の目をもって、物事をみていきたいです。

そして、心に余裕を持つために笑顔を絶やさ

ぬよう、心がけたいと思います。

と、おっしゃる谷野さんは学生時代から常

に前向きで活動的でした。入学当初から4年間、

学生自治会役員として様々な課題に取り組み、

4回生では会計に選ばれ傘下団体の会計指導に

力を注ぎました。当然ながら本分の学業でも、

修学意欲は人一倍旺盛で、卒業時に成績最優

秀者に贈られる学長賞を受賞されました。こ

れからの一層のご活躍を期待したいと思いま

す。

（編集部　皿屋匡宏）
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ることです。私を指名して来

店されるお客様が増える

につれ、やりがいを感じ

ている今日この頃です。

来店されたお客様が、

「さくら銀行で用事を済ませ

て良かった」

「さくら銀行って好きだな

ぁ」と満足していただける

ような対応をしたいと思

い、また心がけています。

有給休暇の過ごし方は、

海外旅行をするなどしてリ

フレッシュしています。旅

先では現地の交通機関を利

用し、銀行・郵便局・スー

パーマーケットへ行ったり

します。その地域の文化や

人々の暮らしを見ること

で、国の雰囲気を楽しむこ

とができるのです。昨年の

B

住民参加型のまちづくり�

メージがあまり良くない土木の仕事において、

技術者の支えと言えば、「自分自身が社会資本

整備に一役を担っている」という満足感と自

負心でした。

『土木事業は社会のためになっているの

か?』と厳しく問われる昨今、エ

ンドユーザーである住民の意向を

的確につかんだ事業を責任もって

立案・計画・設計していく事の難

しさを痛感しています。特に神戸

の震災以降、地域の中での住民の

「自立」と「連帯」の意識の向上

により地域のまちづくりに関心を

持つ人が増えてきました。

そうした環境の中で生まれたの

が、「住民参加」型設計手法です。

卒業研究の担当教授であった故・巽 巌学長

による「鶏口となるも牛後となるなかれ」の

言葉で一喝され、先生が顧問をされていた

「（株）浪速技研コンサルタント」のお世話とな

りました。あれから早20数年。就労環境のイ

● 林　茂さん（Ｓ48土木）

経済学の目をもって� ● 谷野　有香さん（H8経済）

在学中は今野ゼミに所属し、交通経済学を

基礎に、小さくは村おこし経済から大きくは

世界経済を学んだことで、経済学の楽しさを

知りました。就職先も経済状況を肌で感じる

ことのできる職に就こうと思い、さくら銀行

へ総合職として入行し、はや3年が過ぎよう

としています。

日常業務は窓口業務全般

を担当しています。昨今は、

お客様が定期預金以外にも

興味をお持ちになり、投資

信託・外貨預金などに関し

ても、今まで以上に銀行員

の知識武装が必要です。そ

のため、毎朝の通勤電車内

で日経新聞を片手に情報収

集に励んでいます。

仕事をしていて楽しいこ

とは、毎日多くのお客様が

来店され、資産運用相談を

通じて、様々なお話ができ

事業に対して、旧来、役所からの「地元説明

会」だけで事業が進むのではなく、「造る人・

使う人・管理する人」達が、計画から維持管

理までを「議論し協働して」係わっていくと

いうことです。この思想から生まれた手法が、

別名「ワークショップ」手法と言われている

ものです。私が携わったいくつかの事例から、

最近枚方市で出来上がった公園の事例につい

てご紹介します。一度、公園（大阪府枚方市

養父元町）に足を運んでください。そして何

か違うものを感じて頂ければ嬉しく思います。

「ワークショップ」手法についてご質問が

あれば、当方までご連絡下さい。できる範囲

で対応させていただきます。

�浪速技研コンサルタント　0726-23-3659

会社には私を含め7名の卒業生がいます。

河津五郎（Ｓ46土木）、林 茂（Ｓ48土木）、

高田利昭（Ｓ48土木）、本田智美（Ｓ53土木）、

西野 滋（Ｓ52土木）、樫 裕子（Ｈ6環境デザイ

ン）、今村知央（Ｈ7土木）

林　茂氏（右から2人目）
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アドベンチャーワールドへ
ようこそ！
「アドベンチャーワールド」は昭和53年に

オープンし、当時はたいへん珍しいオルカの

「キアヌ」がアメリカよりやって来ました。現

在、118種類の動物が総勢

1850頭羽。パンダもいま

すよ。

私がアドベンチャーワ

ールドに入社したのは平

成4年。もともと人を楽しませることやイベン

ト・企画が好きで、学生の頃から就職は遊園

地やテーマパークと決めていました。今は運

営部運営課に所属しており、イベントの立

案と実施、広報、ショーや園内のＢＧＭ、

社員やアルバイトの接客指導を主な仕事

としております。来園されたお客様の反応

を見ながら、より楽しい園内運営を目指して

います。現在の社員は250名、平均年齢は30

歳少しと、たいへん若い職場です。余談です

が、私の家内は同じ課の部下でした。

アドベンチャーワールドのテーマは、「人間

と動物の新たなる出会いを求めて」。動物や自

然との触れ合いを通じて、かけがえのない動

物たちのことをもっと知って欲しいです。た

三省寮第1期入寮生OB会
産大の前身である「交通短大」が大東市に

進出した昭和37年、三省寮（当時は名前はあ

りませんでした）に、第1期生として入寮

（44名）した方々と35年ぶりのOB会を開催

しました。当日は林大行（当時庶務課長）・

藤野清久（当時学生課長）両先生も出席して

くださいました。平成11年9月4日、「はや山

荘」において全

国各地から19

名もの参加をい

ただき、懐かし

い思い出話に夜

の更けるのも忘

れて、楽しく語

り合いました。

振り返ってみ

れば、私達が入

学する4月になってもまだ寮は完成していませ

んでした。約1ヶ月間は魚捨旅館、学校の事務

所、大西利治（当時事務局次長）先生宅に分

散したものでした。校舎は「カマボコ校舎」

と呼ばれた建物1棟のみで、学生数も1部と2

部あわせて160名ぐらいだったと思います。

寮に移ってからは毎日、田圃の畦道を歩き

ながら通学しました。1ヶ月の寮費は三食付き

で6千円だったと記憶しています。当時のいろ

工学部（交通機

械工学科）の入澤

毅講師（S50機械）

は、研究をまとめ

た論文「高炭素鉄

合金を使用した耐

摩耗用溶射皮膜の

研究」を提出され、

所定の審査・試験に合格されました。平成

11年9月22日付けで、大阪大学から「博

士（工学）」の学位を授与されました。

溶射は耐環境性表面処理法として注目さ

れ、橋梁やビルの外壁の妨錆・妨食などに

用いられています。耐摩耗特性で、従来の

メッキ処理よりも長寿命化が可能になった

そうです。しかし、溶射後の後熱処理によ

り溶射皮膜の強度が変化することから、こ

れらを明らかにすることに苦労されたよう

です。

入澤講師は、昭和51年3月本学工学部

機械工学科卒業、同年4月に本学工学部技

術員となられました。続く平成5年4月に

は助手、そして平成10年4月には講師に

なられています。

いろな話が数多く出てきましたが、やはり一

番多かったのはアルバイトに関する思い出で

した。現在のように情報誌がない時代では、

それぞれがアルバイト先を探して歩いたもの

です。時給は70円前後でした。現在の中央キ

ャンパスのグランド付近は田圃で、その稲刈

りは寮生のアルバイトの1つでもありました。

学園付近の風景も一変し、寺川にあった大

阪拘置所も懐か

しい場所となり

ました。昔は外

環もなく、阪奈

道路も対面通行

で有料でした。

夏の夜などは、

生駒山に行く車

で渋滞ができて

いました。

翌日には藤野先生にキャンパスを案内して

いただきましたが、その発展ぶりに私達は驚

くばかりでした。残念ながら寮の建物もすで

になく、唯一円形校舎のみが、卒業当時の面

影を残していました。

3日間の楽しい想い出を胸に、一同母校のま

すますの発展を願うばかりでした。元三省寮

生達は、3年後の再会を約束しつつ、散会とあ

いなりました。 （S38交短自　飯塚秀）

大阪大学より「博士（工学）」の学位
◆工学部の入澤講師

くさんの子供たちが動物やぬいぐるみに触れ

て、驚いたり喜んでいる顔を見ると私まで嬉

しくなってきて、次から次へと新しい企画が

浮かんできます。

校友会員のみなさんも是非遊びに来てくだ

さい。お待ちしています。

(H3経営　西崎隆行)

◆アドベンチャーワールド

所在地：和歌山県西牟婁郡白浜町

TEL.0739-43-3333

交　通：ＪＲ天王寺駅から約２時間　

松原ＪＣＴより車で約２時間
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■大阪のど真ん中にキャンパス
大阪産業大学梅田サテライト
大阪産業大学の梅田サテライト・キャンパ

ス（正式名称：大阪産業大学梅田サテライト）

が、本年4月、大阪駅前第4ビル22階にオー

プンします。サテライトは、大学院を中心と

する講義や市民を対象とした講演会・シンポ

ジウム、各種資格講座、学会・研究会などに

使われます。

最近、国立大学を含む多くの大学が都心に

サテライト施設を開設し、大学院の授業のほ

か様々な企画を立案・実行しています。

現在、都心から離れた大学の学生確保は深

刻度を増しています。経済学部を中心に施設

の要望が出され、平成9年度の第1期大学改革

委員会においても肯定的に取り上げられ、今

回サテライト施設が開設の運びとなりました。

このサテライトの設置によって、1時間以上

かけて大東市の大学まで通学する必要があっ

た社会人大学院生も、大阪駅から徒歩5分の教

室で講義を受けることが可能になります。ま

た、市民の皆さんにも交通至便な大阪中心部

の教室で、講演会を聴講することができるよ

うになります。

サテライトは、大東市のキャンパスとＩＳ

ＤＮ回線を使った遠隔教育システムで接続さ

れています。大学で講義を行う教員や講義資

料の映像・音声は、デジタル情報化された後、

デジタル通信網でサテライトへ伝送されます。

そして、サテライト教室の100インチの大型

モニターに、リアルタイムで映し出されると

同時に、サテライトの様子も大学のモニター

で見ることができます。このような双方向の

遠隔教育システムを使うことによって、教員

と学生は離れた場所にいながら、同じ教室に

いるのと同じように講義を行い、議論するこ

平成10年度の学部設置に係わる校地面積の

規制緩和を受けて、平成11年2月に第2期大

学改革委員会の新学部設置に関する提言を打

ち出しました。そこで誕生した新学部設置準

備委員会は、タイトな日程の中で申請作業を

行い、遂に9月29日、人間環境学部設置申請

書類が文部省高等教育局大学設置事務室に提

出され、関係書類が受理されました。

長い間、校地面積の不足というハード面か

らの制約によって、新学部設置申請の道が閉

ざされていました。昭和62年の経済学部の申

請以来15年ぶりに、人間環境学部の申請とな

ったわけです。平成11年10月16日の各新聞

には、平成13年度開設予定として、本学を含

む42校の大学・学部が大学設置・学校法人審

とができるわけです。

さらに、アメリカのロサンゼ

ルスにある、大阪産業大学の海

外教育施設（ＯＳＵＬＡエデュ

ケーション・センター）とも遠

隔教育システムを結ぶ予定で、

そのためにアメリカの著名な学

者、政財界人に講義や講演を依

頼中です。アメリカからの講義

がリアルタイムで、日本で受講

できるような計画となっていま

す。

サテライトでの資格講座は、

宅地建物取引主任者、通関士、

情報2種やシステムアドミニス

トレータなどのコンピュータ関

連項目があります。さらに、本学のエクステ

ンションセンターが多種多様の講座を4月より

随時開講します。大阪府労働部の出先機関の

認定を受けホームヘルパー2級や、ビル管理の

消防設備士（乙種4類）などの各種資格講座も

検討されています。本施設は市民対象の講演

会、市民講座などにも使用される計画です。

なお、校友会、後援会の会議、入試や就職

センターなどの拠点などとしても利用される

予定です。

議会に諮問されたと報じています。

今回本学で申請された人間環境学部は、文

化環境学科と都市環境学科の2学科体制となり

ます。人間環境学部とは、「今後積極的な対応

が求められる環境問題を私たちの身近にある

生活の場として考えてみる」という勉強です。

その第一の方法として、私たちの生活や産業

社会が進む方向に、大きな影響を与えている

文化的な環境を見つめ直すことが挙げられま

す。第二に、日本の場合でいえば、総人口の3

分の2が集中している都市と環境の問題を考え

る必要があります。

人間環境の形成に係わる総合的な視野と判

断力を養い、実践的教育を通じて、自ら学ぶ姿

勢と問題解決能力（分析力、洞察力、創造力、

■平成13年4月に「人間環境学部（文化環境学科と
都市環境学科）」を開設予定
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■平成11年度就職状況
本年度は長引く不況の中、雇用状況も最悪

と言えるでしょう。

就職活動の早期化は昨年よりも1～2ヶ月早

まり、3年生の12月には企業に資料請求した

り、インターネットでエントリーしたりする

など就職活動を始めなければなりません。年

明けから企業の個別イベントやセミナーが一

斉にスタートすると、就職活動の準備に時間

をかけようとしていた学生も行動を開始し、2

月が活動開始のピークとなりました。結果的

に内定の時期も早まり、5月のゴールデンウィ

ーク前後に集中しました。

ここ数年の傾向として、インターネットで

の就職情報のやりとりが一般的となりました。

そのため社風や実際の仕事内容、雰囲気など

が分からないまま申し込む学生も増えていま

す。志望動機や希望職種が定まらなかったり、

どの企業も同じように見えたりして、企業を

絞れなかったりするケースもあります。

最近目立ってきているのが、志望職種が見

つからないままフリーターとなったり、早々

と採用内定を取ったにも関わらず、それを断

ってフリーターとなる例です。地元勤務を望

む学生が6割を占め、少子化の影響で親子密着

が強まり、卒業後も親と同居を望む学生が増

進学希望者数�

経 営 �

経 済 �

学 部 �学 科 �

流 通 学 科 �

経 営 学 科 �

経 済 学 科 �

交通機械工学科�

工 学 第 一 部�
土 木 工 学 科 �

機 械 工 学 科 �

電気電子工学科�

情報システム工学科�

環境デザイン学科�

機 械 工 学 科 �

交通機械工学科�

自 動 車 工 業 科 �

合 計 �

（　　）内は女子で内数�

内定率〈％〉�内 定 �就職予定者数�卒業予定者数�

工 学 第 二 部 �

短 期 大 学 部 �

 618（ 66） 428（ 52） 223（ 14） 52.1（ 27）  35（ 3）�

 465（ 33） 339（ 22）  207（ 11） 61.1（ 50）  12（ 1）�

 539（ 59） 415（ 42）  253（ 27） 61.0（ 64）  21（ 5）�

 158（ 2） 122（ 1）  93（ 1）  76.2（ 100）  11（ 1）�

 169（ 4） 141（ 4）  128（ 2） 90.8（ 50）  6（ 0）�

 168（ 11） 138（ 9）  120（ 7） 87.0（ 78）  6（ 2）�

 163（ 7） 159（ 7）  138（ 3） 86.8（ 43）  9（ 0）�

 149（ 12） 108（ 10）  89（ 9） 82.4（ 90）  12（ 0）�

 146（ 60） 101（ 42）  70（ 24） 69.3（ 57）  13（ 5）�

 71（ 3） 47（ 2） 29（ 0）  61.7（ 0）  1（ 1）�

 124（ 1） 89（ 1）   63（ 0）  70.8（ 0）  5（ 0）�

 367（ 11）  270（ 7）  142（ 4） 52.6（ 57）  85（ 1）�

 3,137（ 269） 2,357（ 199） 1,555（ 102） 66.0（ 51）  216（ 19）�

えています。このような事情も就職の選択肢

をせばめている原因の1つです。フリーターの

賃金と一般企業の初任給に差がないうえに、

親の経済支援を受けやすいという理由から、

安易にフリーターを選ぶ学生が増えているの

も事実です。

平成12年度の大学・短期大学部の一般前期

入試が1月29日（金）～30日（土）に本学と

京都、神戸、和歌山の4会場で、2月1日（月）

～4日（木）まで本学をはじめ東京、名古屋、

金沢、京都、神戸、和歌山、姫路、岡山、広

島、高松、福岡の12地方会場で行われました。

一般前期の志願者総数は、前年度比31.2％

減の4,583人。大学入試センター試験利用入

試の志願者総数は前年度比21.8％増の1,709

人でした。

また、大学・短期大学部の推薦・11月別途

入試（特技・スポーツ・ディベート・インタ

ーネット等）が、昨年11月26日（金）～27

日（土）に、本学及び京都、神戸、和歌山、

岡山の各会場で行われました。

推薦・11月別途入試の志願者総数は2,452

人減の5,958人でした。

一般（前期）入試� センター試験利用入試�

学部・学科�

項目�

募集人員�志願者数�合格者数�競 争 率 �

経 営 学 部 �

経 営 学 科 �

短 期 大 学 部 �自動車工学科�

流 通 学 科 �

計�

経 済 学 部 �

経 済 学 科 �

国際経済学科�

計�

機 械 �
工学科�

交通機械�
工学科�

昼間コース�

夜間主コース�

昼間コース�

夜間主コース�
土 木 工 学 科 �

電気電子工学科�

情報システム工学科�

工 学 部 �

環境デザイン学科�

計�

合 計 �

募集人員�志願者数�合格者数�競 争 率 �

注：（　　）内は第2志望合格で外数�

 133 805 380 2.12 20 276 218 1.27�

 121 336 252（93） 1.33 20 170 155 1.10�

 254 1,141 632（93） 1.81 40 446 373 1.20�

 98 857 292 2.93 20 378 288 1.31�

 67 179 106（54） 1.69 12 86 84 1.02�

 165 1,036 398（54） 2.60 32 464 372 1.25�

 37 383 184 2.08 6 118 83 1.42�

 17 23 20 1.15 �

 49 389 102 3.81 8 166 75 2.21�

 38 59 40 1.48 �

 38 240 119 2.02 6 76 61 1.25�

 35 262 162 1.62 6 168 142 1.18�

 37 561 82 6.84 6 174 38 4.58�

 36 357 133 2.68 6 97 69 1.41�

 287 2,274 842 2.70 38 799 468 1.71�

 60 132 99 1.33 �

 766 4,583 1,971（147） 2.33 110 1,709 1.213 1.41

■大学・短期大学部　平成12年度入試状況

◆平成11年度卒業予定者　内定状況（平成12年1月31日現在）

◆平成12年度入試状況

表現力）を身に付けた人材を育成します。そ

のためスタッフも、社会科学系、人文科学系、

工学系の各スタッフのほか、社会の第一線で

活躍する企業人や医師が予定されています。

文化環境学科は、きわめて広い概念をもつ

文化環境について、まず文化環境と心身環境

に大別し、「文化環境コース」「心身環境コー

ス」の2つのコースを設けています。いずれも、

文化と環境を総合的に視野に入れたうえで、

環境問題をはじめ現代的な課題を具体的に検

討し、研究を進めます。

都市環境学科的観点から見ますと、人間の

活動の多くは、都市を中心に営まれています。

そこでは、人間/都市活動/都市環境がひとつ

のサイクルとして完成しています。都市環境

学科では、そのサイクルを構成してる要素や

構造を分析し、十分に理解したうえで、都市

において人と人が共生するにはどうすればよ

●一般前期入試に4,583人志願（前年度比31.2％減）
●大学入試センター試験に1,709人志願（前年度比21.8％増）
●推薦入試に5,958人志願（前年度比29.1％減）

いかを学んでいきます。「都市環境計画コース」

「都市生活環境コース」と分割することにより、

専門的・具体的に研究できるようになってい

ます。

両学科とも入学定員150名、編入学定員20

名の規模となり、完成年度では1,280名の学

部となる予定です。
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京都府支部

9/25（土）京都タワーホテルで開催

れました。新役員は次の通りです。（敬称略）

副支部長：吉岡政昭

地域幹事：岩橋利和、林政勇、谷祐智　

懇親会は福井副会長の乾杯で始まり、余興と

して校友会員で落語家の笑福亭三喬（本名：井

田速夫 S57交機）さんがお笑いを一席披露。

会場も盛り上がり、自己紹介も笑いの渦でした。

次回の支部総会はもっと内容を工夫して盛

り上げ、参加者を増やそうと役員一同はりき

っています。 （支部長　石丸博史）

大阪北河内支部

9/19（日）交野レクレーションセンターで開催

平成10年度総会も、北河内支部自慢の健康

志向支部総会です。地元で緑豊かな山と清流

の天の川にある、交野レクレーションセンタ

ーで校友会員とその家族の方々、そして大学

校友会池田会長も来賓としてお越しいただき、

支部総会を行いました。残暑厳しい日でした

が、静かな宿泊用ロッジを借りて会計報告、

役員改選、一部規約の改正等、討議しました。

総会後は、河原近くで奥様方に腕をふるっ

てもらい、いつもの焼肉・ビール・ワインを

堪能しました。親睦を深めることができた、

楽しいひとときでした。

その後、近くの大阪市立大学植物園に立ち

寄り、多くの木々と綺麗な花々を見ながら、緑

の芝生に座り話をしたりしました。役員の方

は今年もご苦労様ですが、来年も楽しい支部

総会ができるよう、校友会会員の皆様の出席

をお待ちしております。（副支部長　津曲逸雄）

大阪中・南河内支部

10/2（土）サンヒル柏原で開催

総会は司会柴橋氏の開会宣言の後、京都府

支部の設立に多大なご尽力をいただいた、

故・川本一雄校友会副会長のご冥福を祈り黙

祷いたしました。引き続き石丸支部長の挨拶

とご来賓の紹介、中山常務理事と大植副会長

よりご祝辞をいただき、議長に白藤副支部長

を選出。（1）事業報告（2）会計報告ならびに

監査報告が承認され、（3）京都府支部役員改

選では新役員の候補者が全員の拍手で承認さ

校友会本部から当支部の相談役でもある池

田義隆会長、今村彰隆幹事をお迎えし、小澤

氏（S53機械）の司会のもとに、支部総会の

開会となりました。支部長、本部会長の挨拶

の後、祝電の披露とともに、今回案内のハガ

キに支部長個人のEメールアドレスを載せた

ことで、海外からもメールを通じての祝辞や、

連絡事項があったことなどの報告がされまし

た。その後、議長が選出され、続いて事業報

告・会計報告・会計監査と順次議事が進み、

それぞれ承認を得ました。

次に、村上大先輩（S26交短）の乾杯の発

声で懇親会が始まりました。例年にない高気

温で、食事の心配（鍋料理にしてしまいまし

た）をしましたが、皆さん和気あいあいと、

食べていただいたようで、ほっといたしまし

た（反省です）。

1年ぶりの再会や初対面の挨拶などでいく

つもの人の輪ができていました。本部役員の

美内副会長や、森本先輩が中心となり大学の

近況、クラブの活躍ぶり、子弟の問題等の説

明があり、また数多くの質問が交わされてい

ました。楽しい談話はいつまでも尽きそうに

ありませんでしたが、会場の都合で9時過ぎ

に散会となりました。

当支部は、近隣あるいは本部役員の皆さま

にも、このような会話の中に入ってもらいた

く思います。質問、疑問等に対する説明や考

えを聞くという意味を含んで、数多くの方々

に支部総会・懇親会への参加を呼びかけてお

ります。次回の総会には、中・南河内地区よ

り多数のご参加をお待ちいたします。

（支部長　吉内秀徳）

福井県支部

9/26（日）福井駅ビルで開催

第12回福井県支部総会は、本部より高見副

会長、吉田代議員を迎え福井駅ビルに於て9

月26日、開催されました。

一昨年は重油流出事故があり、毎年の行事

として行うということが途切れましたが、今

回で2年連続となり、来年も行う予定です。

毎回のことですが、出席者は20名前後でし

た。ただ、会を開く度に新しい会員の顔が3

～4名、見受けることができます。

福井駅ビルが恒例の会場となっていますが、

今度は温泉で一泊したいという意見が多く、

来年はそのようにと考えております。

総会では高見副会長より大学の近況と今後

の展望、70周年の募金の結果、正会員子女の

受験料免除等の説明があり会計報告、議事等

大学支部

1/22（土）東天紅大阪天満橋OMM店で開催

新年の総会は大学支部の初仕事（？）とし

て始まり、今年も校友会池田義隆会長、およ

び事務局福田泰氏の出席のもと、工藤哲男氏

の司会で進行しました。支部長の後に池田会

長の挨拶、続いて松田充生氏を議長、上田博

之氏を書記に選出し、議題へと入りました。

まず、平成11年度活動報告と平成10年度

会計報告、そして会計監査報告が行われ了承

されました。続いて大学支部の役員選出に関

する一部改正については、活発な意見交換の

後、一部修正することで承認となりました。

総会終了後、恒例的に行われている懇親会

には、古谷理事長、中山常務理事並びに天野

学長が来賓として出席いただきました。学園

における校友会会員への役割とその重要性と

いった期待と励ましで宴席は始まりました。

日頃は大学キャンパス内で、近くて遠い会員

相互および来賓との関係が、この時ばかりは

校友会ならではの談笑で、時間を忘れてしま

うほどでした。盃と中華料理を味わいながら

のひとときを過ごし、最後に池田会長の元気

な万歳三唱で散会となりました。

（支部長　兎澤健三）



大分県支部

10/23（土）海源丸で開催
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鹿児島支部

平成11年度の支部総会が、鹿児島市内のホ

テルで開催され、会員9名の出席と来賓4名の

ご臨席を賜りました。

議事もスムーズに進行し、原案通り承認を

いただきました。来賓のご挨拶を古谷理事長

より賜り、学園の現状と、今後の計画につい

てもお話がありました。続いて池田会長と大

植副会長から、本部の総会や代議員会の内容

についてご説明がありました。

記念写真もそこそこに、北海道支部よりい

ただいたお酒を注いで、中山常務理事の発声

で乾杯し、懇親会に移りました。今年は枕崎

から福留邦治氏（S43機械）の出席があり、

思い出を語りながら、30年前をなつかしく感

じる事でした。皆飲む程に話がはずみ、大阪

弁と鹿児島弁が飛びかいました。2次会の天

文館へと場所を変えて、カラオケとダンスを

楽しみ、再会を誓って帰路へ着きました。

昼間は例年の通り、ゴルフコンペを開催し

ました。場所は会計の有馬氏が、高牧カント

リークラブを取り計らってくれました。早朝

からすばらしい天気に恵まれた上、皆スコ

ア－も良かったので楽しい1日となりました。

鹿児島の会員の皆さん、今度の支部総会は、

ぜひ参加してみませんか。元気があって、楽

しい人達ばかりですよ。（支部長　赤崎一弘）

11/20（土）タイセイ・アネックスで開催

伊勢志摩の海の幸や松坂牛の料理に舌鼓を

打ちつつ、先輩の知られたくない過去が暴か

れるなど、旧交を温めました。今回はじめて

宿泊形式（希望者のみ）としたため、酒宴も

大いに盛り上がりました。

三重県支部は昭和54年、先輩諸氏のご努力

により、15番目の支部として会員約260人

からスタートし、現在は3倍に増えています。

前々回までは、北・中勢地区で開催し、出

席者も片寄っていましたが、前回は西の伊賀

地区、今回は南勢地区で開催と三重県をほぼ

一巡りしました。次回は北・中勢での開催と

なりますが、新規参加者をどう増やそうかと

考えております。良い知恵がありましたらご

教授ください。 （支部長　渡辺 優）

がとどこおりなく行われました。

懇親会は大学生活での話、福井の米（こし

ひかり）の作り方等、時間の経つのも忘れて

大いに盛り上がりました。

今回参加できなかった会員の諸君、次回は

ぜひ参加して下さい。思わぬところに会員が

いることを知る機会ですよ。

（副支部長　竹沢秀夫）

三重県支部

菊花薫る季節、地元の方のお世話により、

的矢湾に面した風光明媚な「サンぺルラ志摩」

にて第11回三重県支部総会を開催することが

できました。本部から藤野参与と池田会長、

北海道支部から浜田支部長のご出席をいただ

き、議事として会計報告、会計監査報告、役

員改選が議決され、続いて総勢20人で懇親会

を開催しました。

11/6（土）サンペルラ志摩で開催

埼玉県支部

10/24（日）尾瀬で開催

第5回産大校友会埼玉県支部総会は、尾瀬

ハイクを兼ねた車中では禁酒禁煙厳粛に（表

面上）執り行われました。

出席会員数は前回を上回らなく残念でした

が、7会員とその家族を併せ14名で実施しま

した。今回は本部役員が公私とも都合がつか

ず、メッセージの代読で終わり全員の拍手に

よって議事報告が承認されました。引き続き

学園のビデオを上映しました。遠く離れてい

て、人づてに聞いてはいましたが、ビデオで

大学の発展を目の当たりにし、改めて心強く

感じました。

上映が終わる頃、尾瀬の玄関口の鳩待峠に

到着。記念撮影をし、芝紅葉の尾瀬ヶ原に向

かって出発しました。約4時間のハイキング

コースで私たちは枯れた湿原を散策し、ヨッ

ピー川のつり橋で昼食。季節もちょうど良く、

晩秋の印象が心に残り、総会の補助金の有意

義さを感じました。

帰途の行程になると、予想通り１人の会員

が登りの坂道でスピードダウンし始めました。

ブルドーザー役となったお嬢さんの後押しを

得て、喘ぎながらバスまでたどり着きました。

仲間の協力で全員無事下山できました。

帰途のバスの中でしばらく休憩し、ドライ

ブインで夕食を食べ元気を回復しました。終

着駅まではカラオケ大会となり、上手な人も

音痴な人も大はしゃぎしました。次回も家族

を交えた楽しい、１人でも多くの会員が参加

できる企画を話し合い、次の再会を約束した

のでした。

参加・不参加のハガキの返送率も昨年より

多く、来年がまた楽しみです。

（支部長　鈴木菊男）

今回は本部より、福井副会長、加藤代議員

を囲み、大分の「一村一品」にもなっている

大分ブランドの「関あじ」「関さば」を目の前

にして、1年間の事業報告と本部総会での話

題を中心に、活発な話し合いで始まりました。

通常は12～13人の総会ですが、今回は10

数年ぶりに遠くから駆けつけてくれた会員も

いて、いつになく盛り上がりました。

大分県も他県同様、広範囲からの出席にな

るため時間的に制約されますが、役員をはじ

め会員相互の呼びかけで、１人また１人増え

てきています。今回のハガキで案内して電話

で確認をとるという方法は、以前と同じです

が参加予定者を報告することで効果が出たよ

うな気がします。年齢の若い会員の呼びかけ

もしましたが、面識がない事もあり反応が鈍

く、今後はもっと努力をしたいと思います。

大分県支部は故・高瀬先生の旗の下、大分

県人会から結成した支部だけに結束力が強い

です。大阪産業大学を卒業後、地方に戻り就

職しても、会員が支えてくれる環境作りをし

ていきたいと思います。（支部長　川辺謙悟）
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空手道部

1部昇格決める
10/11（日）舞州アリーナで行われた、「第42回全

関西大学空手道選手権大会」の男子2部（25校）で5戦

全勝の2部優勝を果たし、1部（16校）に昇格しました。

応援にかけつけた、OB会会長向井秀文氏（S47土木）、

副会長尾畑博氏（S51土木）、幹事荒木英憲氏（S48交

機）は、この快挙に歓喜されました。

現在部員15名（女子マネージャー2名含む）で、監督

相原智之氏（学園総務部職員・元世界チャンピオン）の

指導のもとで1部上位を目指しています。

柔道部

電気電子工学専攻の大学院生　米山佳孝君

日本真空協会より“優秀ポスター賞”を受賞
昨年の11/11（木)、日本真空協会主催による「第40回

真空に関する連合講演会」が東京の機械振興会館で開か

れました。そこで、電気電子工学専攻の米山佳孝君（1年）

が『パルスレーザー堆積法を用いて磁場下で作製した透

明導電膜』なるテーマで発表を行い、特に優れた真空関

連科学技術の発展に寄与したと認められ、“優秀ポスター

賞”を受賞しました。指導にあたられたのは、同学科鈴木

晶雄助教授（S49機械）と青木孝憲助手（S62電電）で、

お2人とも校友会正会員です。

硬式野球部

秋季リーグ戦　5年ぶりに優勝
本学硬式野球部は、10/15

（金）万博記念公園野球場にお

いて、春季優勝校の天理大学と

対戦。5対2で雪辱し、5年ぶり

6度目の優勝を果たしました。

最優秀選手賞・最優秀投手賞

の2冠およびベストナイン投手

部門に山口慎吾君（経営4年）

が、またベストナイン一塁手に

渡成健一郎君（経営3年）、外

野手に田村智君（情報2年）と

上間寛之君（機械3年）がそれ

ぞれ選ばれました。

関西学生柔道　体重別選手権大会
◆73kg級　3位　菊田徳昭君（経営4年）

アメリカンフットボール部

健闘！関西学生Ⅰ部リーグ残留決定
秋季リーグ戦（9/4～11/20）において神戸大、近

畿大と共に2勝5敗の同率5位でした。よってその3校で

最下位（8位）の関西大と一緒にⅠ-Ⅱ部入替戦に出場す

る1校を決める抽選の結果、不運にも入替戦に出場しな

ければならなくなりました。

入替戦は12/11、Ⅱ部リーグBブロック優勝校大阪大

と戦い、21-0と快勝し残留を決めました。

陸上競技部

第61回関西学生対抗駅伝競争大会（予選会）
長居周回コースで9/16行われた大会で、参加数13校

のうち本学（8名出場）が2年ぶりに優勝しました。本

戦は予選通過の5校とシード校15校によって、11/21

京都丹後半島で行われましたが、17位に終わり、シー

ド校入りの夢は果たせませんでした。

☆念願の「神宮」キップ手に入らず

同部は10/31（日）、西京極球場で「第30回明治神

宮大会関西地区代表決定戦」に出場、立命館大学と対戦

し敗れました。

対戦成績

天理大学 3-4 ◯
2-5 ◯

姫路獨協大学 1-8 ◯
4-3 ●
4-7 ◯

大阪体育大学 8-0 ●
1-5 ◯
2-9 ◯

大阪経済法科大学 0-2 ◯
1-7 ◯

甲南大学 1-5 ◯
3-4 ◯

10勝2敗
勝ち点5

勝率0.833
優勝

ソーラーカー

秋田と鈴鹿で2年連続優勝
ソーラーカープロジェクト（代表：藤田久和（S52交

機）・短大講師）の「OSU Model S」が7/30～8/1の間、

大潟村で開催された「’99 Ｗ.Ｓ.R in Akita」で、2年

連続優勝を果たしました。また8/6～8の間に行われた

国際自動車連盟（FIA）杯第8戦「ドリームカップソーラ

ーカーレース鈴鹿’99」では大差をつけての優勝でした。

藤田監督はチームの躍進に大満足。ピットクルーには

責任者として豊島義隆君（機械工学専攻2年）、クルーと

して林田和歳君（交機3年）、ドライバーとして福井博章

君（交機3年）が活躍しました。

オーストラリア縦断レースで10位
「第5回オーストラリア縦断ソーラーカーラリー：

1999ワールドソーラー・チャレンジ」には10/17～

26の間参加し、総合10位と健闘しました。大陸縦断

3,000kmの過酷なレースでした。世界11ヶ国40チー

ムが参加し、記録は走行距離2,998.7kmを48時間21

分で完走、平均速度は62.02km/ｈでした。

「OSU Model S」はこれらの活躍がFIA（国際自動

車連盟）に認められ、1999年FIA Electro-Solar

World Championの表彰が決まりました。

EVチーム

四国EVラリーフェスティバル’99 SSで総合第3位
昨年夏、四国で第2回電気自動車（以下：EV）ラリーが

開催され、短期大学部EVチームが初参加し、上記の成績

を納めました（参加数は約40台）。

徳島市を起点に、3日間で10カ所のステージを走行し、

各ステージごとに与えられるポイントの合計獲得点で総

合順位を決める競技です。

短期大学部では中平助手が代表として約20名の学生

達と共に、暑い3日間を戦いました。2日目にはトラブ

ルに見舞われたりもしましたが、3日目で挽回し、最終

結果としてカテゴリー1（四輪自動車）部門では第9位

となり、SS部門では総合第3位となりました。

今年は四国高知で行われる予定のEVラリーに参加し、

上位入賞を目指して取り組むつもりです。高知県支部の

方々にはご声援をよろしくお願いします。

☆戦績……1回戦 大産大　5-0 大阪工業大
2回戦 大産大　4-1 大阪経済大
3回戦 大産大　5-0 京都外大
4回戦 大産大　3-2 大阪学院大
5回戦 大産大　3-2 京都大

☆その他の選手の関西学生での成績
60kg級 ベスト8    佐藤栄一郎（交機4年）
66kg級 ベスト16  永田健太 （経済4年）

100kg級 ベスト16  西家光教　（経営4年）

近畿大学記念会館で9/5行われた大会において、菊田徳

昭選手が73kgで3位となり、10/1から日本武道館で行

われた「正力松太郎杯全日本学生柔道体重別選手権」に

出場、ベスト16に入る健闘をしました。

☆リーグ戦績…9/4 大産大 0-27 京都大 3位
15 大産大 0-23 立命大 2位
26 大産大 0-7 近畿大 5位

10/10 大産大 0-66 関学大 優勝
24 大産大 14-7 関西大 8位

11/6 大産大 24-7 神戸大 5位
20 大産大 7-17 甲南大 4位



平成13年4月、人間環境学部に

「文化環境学科」と「都市環境学科」

が開設される予定となりました。一

方、どの大学も少子化現象により受

験生が減少しており、日本の人口も

頭打ちの状態で、社会に与える影響も懸念されます。私

案として新学部に「出産応援環境学科」というのはいか

がでしょうか？　スイートカップルでご紹介したみなさ

ん、がんばってください。 （編集部長　高見　新一）

編�集�
後�記�

大学院経営・流通学研究科長

●山川　健 教授　平成11年 9 月24日ご逝去
（享年56歳）

元短期大学教授

●安藤　四郎様　 平成11年10月 5日ご逝去
（享年95歳）

元工学部助教授

●久下　隆様　　 平成11年10月23日ご逝去
（享年96歳）

元教養部教授

●村上　信吾様　 平成11年12月 3日ご逝去
（享年72歳）

■お悔やみ

●青山　進氏・・・ 平成11年9月 23日逝去
（S26交短運）

●橋爪　敏男氏・・・・・・・10月 6日逝去
（S26交短運）

●原田　史郎氏・・・・・・・12月 3日逝去
（S39交短運）

●勝村　正樹氏・・・・・・・12月12日逝去
（H9経営）

●岩坂　廣文氏・・ 平成12年2月 21日逝去
（S50土木）

15

会員データー（平成12年2月末現在） 単位：人

●卒業生数…………………………………

●重複卒業生数…………………………………

●会員数……………………………………

●物故者数………………………………………

●住所不明者…………………………………

●連絡可能会員数…………………………

50,735名

777名

49,958名

340名

6,048名

43,570名

─お詫びと訂正─
●前号（57号）お悔やみ訂正

中谷 和重氏（S58経営）、高垣 久栄氏（H4経営）、

両氏について「お悔やみ」に掲載しましたが間違い

でした。訂正しお詫びいたします。

● 神野亘啓（H5情報、H7院情報）
昌子（旧姓岡本・H7経営）

［結婚式］平成11年3月6日

● 藤林将之（H9経営）
清美（旧姓花井・H9経営）

［結婚式］平成11年9月13日

スイート・カップル�

結婚しました！！

● 岡崎博（H3交機）
［結婚式］平成11年12月23日

「新婚旅行は2回行きました」

● 太田仁（H6機械）
［結婚式］平成11年12月11日

「ようやく落ち着きました」

● 岩瀬真志（H9経営）
［結婚式］平成11年10月11日

「私たちは同じ高校の同級生でした。毎日楽しく過ごし
ています」

● 山内誠一（S58機械）
［結婚式］平成11年9月19日

「在学中はボディビル部に所属し心身を鍛え、現在は妻
に鍛えられております」

「凡友」では「凡友旅に出る」「校友の活躍ぶり拝見」「校友の広

場」などのコーナーに登場してくださる方を募集しています。

自薦・他薦は問いません。校友会事務局までご一報ください。

たくさんのご応募、お待ちしております。

募集の
お知らせ

校友会本部では、

●支部のない地域また職域において支部設立を推進しています。

ご尽力していただける方、ご連絡ください。

●クラブ・ゼミOB会や同期会など、活動されているグループを

調査して、可能な限りサポートを検討したいと考えています。

事務局や幹事をされている方、ご連絡ください。

ご連絡
ください

● 中原賢次（H7交機）
［結婚式］平成11年11月7日

「いつも楽しく過ごしています」

● 戸崎泰成（H元経営）
［結婚式］平成11年11月13日

「野球部OBのみなさん、お元気ですか？」

案内状希望の方は事務局へ
恒例の親睦ゴルフ大会が本年も

9月10日前後に開催予定。日時・

場所など詳細は、6月初旬に決定

します。参加案内状希望の方は、

校友会事務局へご連絡ください。

決まりましたら、送らせていただ

きます。

ゴルフ大会参加者募集
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